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◆社会健康医学系専攻について 
（http://sph.med.kyoto-u.ac.jp/） 

１．本専攻の概要 
社会健康医学系専攻の使命は、医学・医療と社会・環境とのインターフェースを機軸とし以下の活動とその相互作

用を通じて、人々の健康と福祉を向上させることである。 

 

○教育（Teaching） 

社会健康医学に関わる実務、政策、研究、教育において専門的かつ指導的役割を身につける幅広い教育を行う。 

○研究（Research） 

 人々の健康に関わる経済、環境、行動、社会的要因についての知識を深め、新しい知識と技術を生み出す。 

○成果の還元（Translating Research into Practice and Policy） 

 その成果を健康・医療に関わる現実社会の実践方策と政策に還元する。 

○専門的貢献（Professional Practice） 

 専門の知識と技術を持って、個人・組織・地域・国・世界レベルで貢献する。 

 

 健康に関する問題は非常に広い範囲にわたっており、本専攻の教員、学生のテーマや専門性も多岐に渡っている。

本専攻には、定量的評価に不可欠な疫学、統計に関する基礎領域から、ゲノム情報と健康のかかわり、医療の質の評

価や経済的評価、倫理的側面、社会への健康情報の発信、健康増進と行動変容、健康の社会的決定要因、健康格差、

グローバルヘルス、感染症など危機管理に関する研究や気候変動など環境要因と健康に関する研究、ヘルスコミュニ

ケーションや質的研究など、さまざまな教育・研究を推進する分野が設置されている。 
 
２．教育課程 
本専攻は、専門職学位課程（実務者レベル）2年と博士後期課程（研究者、教育者レベル）3年に区分され、専門

職学位課程は、さらに、基幹課程である 2年制 MPH コースをはじめ、1年制 MPH コース、臨床研究者養成（MCR）コー

ス（1年制）、遺伝カウンセラーコース（2年制）、臨床統計家育成コース（2年制）を含めて 5コースに分かれてい

る。 

教育内容として、下記のコア６領域が定められており、これらの領域を構成する科目を、必修（コア領域１、

２）、選択必修（コア領域３、４、５、６）と指定している。いずれのコースでも 2025 年度入学者より６領域から

最低 1科目（コア領域１は 2科目）の履修を必要とする。 
 
区分  

科目コード 科目名 責任者 
単

位 
備考 

MPH コア 

６領域 

コア領域１ H118000 疫学Ⅰ（疫学入門） 中山 1 必修 

H119000 疫学Ⅱ（研究デザイン） 山本 1 必修 

コア領域２ H174000 医療データ科学  松井 2 必修 

コア領域３ H070000 感染症疫学 西浦 1  

H124000 産業・環境衛生学 西浦 1  

コア領域４ H166000 医療制度・政策・経済 今中 2  

H126000 保健・医療の経済評価 今中 1 
MCR コース

受講不可 

H127000 社会健康医学と健康政策 
健康政策の 

運営委員会 
2  

H109000 医薬政策・行政 川上 1 後期 

コア領域５ H075000 行動科学 井上（浩） 1  

H076000 基礎医療倫理学 井上（悠） 1  

H077000 医学コミュニケーション基礎 岩隈 1  

H157000 社会疫学 近藤 2  

コア領域６ H161000 感染症数理モデル入門 西浦 2 集中講義 

H170M01 健康危機管理の制度政策と実践 今中 1  

H169000 
公衆衛生の緊急事態におけるリ

スクコミュニケーション 
中山 1 集中講義 

H173M01 
レジリエントな社会づくりのイ

ノベーション： 展望・自由提言 
今中 2  

H172000 
健康危機管理・災害医療マネジ

メントワークショップ 
今中 1 集中講義 

※前年度以前開講科目の科目変更については、「（別表）科目変更対応表」を確認すること。 

※2024 年度以前入学者が「健康危機管理の制度政策と実践」を履修した場合、コア領域４の指定科目として扱う。 
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◎人間健康科学系専攻科目の一部の科目を社会健康医学系専攻の学生が受講することを認めています。ただし、修了

に必要な単位とはなりません。 

詳細は、KULASIS でシラバスをご参照ください。 

 

◎以下の公共政策大学院科目を社会健康医学系専攻の学生が受講することを認めています。ただし、修了に必要な単

位とはなりません。 

詳細は、KULASIS でシラバスをご参照ください。 

 

・公共政策論 A 

・公共政策論 B 

・行政システム 

・財政システム 

・CS 予算と政策分析 

 

 （１）専門職学位課程  
専門職学位課程に 2年以上（2年制コース）もしくは 1 年以上（1年制コース）在学し、下記の 30 単位以上

を修得し、本専攻が定める教育課程を修了することが「社会健康医学修士（専門職）」取得の要件である。 

なお、1年間に履修科目として登録することができる単位数の上限は、原則 42 単位とする。ただし、特別コ

ース・特別プログラム（1年制 MPH コース、臨床研究者養成（MCR）コース、遺伝カウンセラーコース、臨床統

計家育成コース、知的財産経営学プログラム）の履修者が、特別コース・特別プログラムにおける必修科目等

を履修する場合は超過を認める。その他、やむを得ない事情により履修登録上限単位数を緩和する必要がある

場合には、指導教員の申し出により超過を認めることがある。 

 
 
[2 年制ＭＰＨコース]  

【2024 年度以前入学者】 
科目 「医療系」 

出身者※ 

「医療系」以

外 

出身者 

MPH コア５領域（コア領域１－５のすべての領域を含む）（注 1） １０ １０ 

MPH 必修（医学基礎Ⅰ（注 3）・Ⅱ、臨床医学概論）（注 2） ― ６ 

課題研究 ４ ４ 

選択（特別プログラムで指定されるものを含む） １６ １０ 

計 ３０ ３０ 

 

【2025 年度以降入学者】 
科目 「医療系」 

出身者※ 

「医療系」以

外 

出身者 

MPH コア６領域（コア領域１－６のすべての領域を含む）（注 1） １０ １０ 

MPH 必修（医学基礎Ⅰ（注 3）・Ⅱ、臨床医学概論）（注 2） ― ６ 

課題研究 ４ ４ 

選択（特別プログラムで指定されるものを含む） １６ １０ 

計 ３０ ３０ 

 

※「医療系」出身者：医学部・看護学部・歯学部・薬学部・公衆衛生学部などの医療系学部の出身者 

上記以外でかつ生物系等学部、医療系短期大学及び医療系専門学校の出身者であっても医療系の国家資

格を取得できるコースの出身者は、一括認定の対象とする。 

「上記の一括認定で認定されなかった者」で、「医療系」出身者としての認定を求める際は、入学時に

申請が必要である。 

（注 1）MPH コア科目を 10 単位を超えて取得した場合は、選択科目として算入する。 

（注 2）MPH 必修を、「医療系」出身者の学生が取得した場合、学位取得に必要な 30 単位に算入することはでき

ない。 

（注 3）「医学基礎 I」として、「医学基礎 I（生理学 I）」「医学基礎 I（神経生理学）」「医学基礎 I（解剖

学）」あるいは「医学基礎Ⅰ（基礎人類遺伝学）」のいずれか履修すること。 

  

課題研究：専門職学位課程共通。テーマ毎に、最も適切な研究室に配属し、研究アイデアから研究プロトコールの

作成、データ収集と解析、結果の考察などを経験し、プレゼンテーションを行う。プレゼンテーション

を行う者は、プレゼンテーションを行う当該年度に修了見込みの者に限られる。 
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 既修得単位の認定：本専攻では上記コア領域科目の受講を推奨しているが、他大学院における取得単位について、

コア領域１～６に相当する科目を対象に最大１０単位以内を既修得単位として認定する場合が

ある。認定を希望する場合は、入学時に申請が必要である。 

 
[特別コース・特別プログラム] 

本専攻は、下記の特別コースを有する。これらの特別コースは入試枠が異なり、入学後にコース間の移動はできな

い。加えて、下記の如く、本専攻が修了を認める特別プログラムがある。これらの詳細は、別途、「◇特別コース及

び特別プログラムについて」に後述する。 
 

＜特別コース（専門職学位課程）＞ 

1) 1 年制ＭＰＨコース （１年で修了しうるが、修了要件は上記の２年制ＭＰＨコースと同じ。） 

 

2) 臨床研究者養成（MCR）コース 
  
3) 遺伝カウンセラーコース 

 

4) 臨床統計家育成コース 
   

＜特別プログラム＞ 
1) 知的財産経営学プログラム（専門職学位課程対象） 
 
2) 医療経営ヤングリーダー・プログラム（専門職学位課程対象） 

 

3) 健康危機管理基盤プログラム（修士課程・専門職学位課程・博士（後期）課程対象） 

 

4) 医療技術評価（HTA）教育プログラム（社会健康医学系専攻の博士後期課程・医学専攻の博士課程対象） 

 

5) 臨床統計学博士特別プログラム（社会健康医学系専攻博士後期課程（医療データ科学分野）対象） 

 

（２）MPH-DrPH 課程について 
 出願資格：１）修士相当の学位を有する者 あるいは、２）医師・歯科医師の内、2 年以上の臨床経験あるいは

卒後臨床研修を修了した者。 

 上記出願資格１）、２）の条件を満たし、専門職学位課程に引き続き本専攻博士後期課程に進学を希望する者で、

学部あるいは修士の履修成績、入学試験および専門職学位課程入学後の成績も優秀であり、意欲と能力のある者は、

審査を受け、本専攻博士後期課程の受験資格を認定された場合、専門職学位課程の修了要件を満し、かつ上記の博士

後期課程入学試験に合格することにより、１年次修了時点で博士後期課程に進学できる。 

受験資格の認定を希望する者は、前期にコア科目 8単位以上を取得（見込）したうえで、MPH-DrPH 課程の願書、志

望理由書、指導教員の推薦書(注)と、修士相当の者は、１）修士学位の証明と修士および学部の成績、あるいは医

師・歯科医師の者は、２）臨床経験あるいは卒後臨床研修と在職証明書を添えて 7月 31 日(金)までに教務課大学院

教務掛に提出すること（認定を希望する者は、提出に先立ち、教務課大学院教務掛に事前に相談すること）。 

本課程は、あくまで、博士後期課程への進学を前提としたものであり、進学しない場合は、１年次修了は無効とな

る。 

 

(注) 課題研究に関する情報(課題名、プロトコール、進捗状況を示す資料等)は必須ではないが、推薦書に添付する

ことができる。 

 

（３）博士後期課程 
博士後期課程に 3年以上在学し、研究指導を受け、下記の所定単位を修得し、「医科学研究入門Ⅰ,Ⅱ」を履修のう

え合格し、博士論文の審査および試験に合格することが「博士（社会健康医学）」取得の要件である。なお、1年間

に履修科目として登録することができる単位数の上限は、原則 42 単位とする。 

2022 年度入学者より、大学院教育コース「社会健康医学・臨床疫学研究」において学位論文の中間ヒアリングとチ

ューターシステムを導入することによって、大学院生の研究進捗状況をチェックし、必要に応じてアドバイスを与え

ることによって研究レベルの向上をサポートする体制を強化する。２年次あるいは３年次に中間ヒアリングにおいて

チューターが研究進捗状況をチェックし、適切な研究方針で研究しているか、順調に研究が進展しているかなどを確

認・審査する。中間ヒアリングに合格することが「実習」2単位の修得要件となる。 
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【2021 年度以前入学者】科目 本専攻専門職学位課程修了者以外 本専攻専門職学位

課程修了者 「医療系」出身者※ 「医療系」以外出身

者 

博士課程セミナー ６ ６ ６ 

専門職学位課程

授業科目 

MPH コア５領域 

（コア領域１－５の

すべての領域を含

む） 

７ 

（領域１と領域２

は、それぞれ２単

位） 

７ 

（領域１と領域２

は、それぞれ２単

位） 

― 

MPH 必修 

（医学基礎 I（注 1）、

医学基礎Ⅱ、臨床医

学概論） 

― ６ ― 

計 １３ １９ ６ 

 

【2022-2024 年度入学者】科目 本専攻専門職学位課程修了者以外 本専攻専門職学位

課程修了者 「医療系」出身者※ 「医療系」以外出身

者 

博士課程セミナー ６ ６ ６ 

大学院教育コース：社会健康医学・臨床

疫学研究（演習）（１年次～） 

４ ４ ４ 

大学院教育コース：社会健康医学・臨床

疫学研究（実習）（２年次～） 

２ ２ ２ 

専門職学位課程

授業科目 

MPH コア５領域 

（コア領域１－５の

すべての領域を含

む） 

７ 

（領域１と領域２

は、それぞれ２単

位） 

７ 

（領域１と領域２

は、それぞれ２単

位） 

― 

MPH 必修 

（医学基礎 I（注 1）、

医学基礎Ⅱ、臨床医

学概論） 

― ６ ― 

計 １９ ２５ １２ 

 

【2025 年度以降入学者】科目 本専攻専門職学位課程修了者以外 本専攻専門職学位

課程修了者 「医療系」出身者※ 「医療系」以外出身

者 

博士課程セミナー ６ ６ ６ 

大学院教育コース：医科学研究入門Ⅰ  

必修科目（単位付与なし） 大学院教育コース：医科学研究入門Ⅱ 

大学院教育コース：社会健康医学・臨床

疫学研究（演習）（１年次～） 

４ ４ ４ 

大学院教育コース：社会健康医学・臨床

疫学研究（実習）（２年次～） 

２ ２ ２ 

専門職学位課程

授業科目 

MPH コア６領域 

（コア領域１－６の

すべての領域を含

む） 

８ 

（領域１と領域２

は、それぞれ２単

位） 

８ 

（領域１と領域２

は、それぞれ２単

位） 

― 

MPH 必修 

（医学基礎 I（注 1）、

医学基礎Ⅱ、臨床医

学概論） 

― ６ ― 

計 ２０ ２６ １２ 

※「医療系」出身者：医学部・看護学部・歯学部・薬学部・公衆衛生学部などの医療系学部の出身者 

 上記以外でかつ生物系等学部、医療系短期大学及び医療系専門学校の出身者であっても医療系の国家資格を取得で

きるコースの出身者は、一括認定の対象とする。 

 「上記の一括認定されなかった者」で、「医療系」出身者としての認定を求める際は、入学時に申請が必要であ

る。 
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（注 1）「医学基礎 I」として、「医学基礎 I（生理学 I）」「医学基礎 I（神経生理学）」「医学基礎 I（解剖

学）」あるいは「医学基礎Ⅰ（基礎人類遺伝学）」のいずれか履修すること。 

 

※既修得単位の認定：本専攻では上記コア領域科目の受講を推奨しているが、他大学院における取得単位について、

コア領域１～６に相当する科目を対象に最大 8単位以内を既修得単位として認定する場合がある。認定を希望する場

合は、入学時に申請が必要である。




